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大豆入札取引は、農産物検査法に基づく農産物検査によって普通大豆1等～３等及び

特定加工用大豆に合格した大豆を対象としています。
年産毎の検査合格数量が市場に出回る大豆の数量と言うことになります。
また、等級別数量の分布によっておおよその品質状況を把握することができます。
農産物検査の結果については、農水省ホームページに掲載されています。
http://www.maff.go.jp/j/seisan/syoryu/kensa/daizu/index.html
農産物検査は、農産物検査法に基づく農産物規格規程（農林水産省告示）に基づいて

行われます。大豆に関する概要については、協会ホームページに掲載しています。
http://www.jsapa.or.jp/daizu/etc/DaizuKikaku.pdf

平成２３年産大豆の検査結果について、以下の資料に整理しました。
（平成２４年３月末現在確定値）
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種類区分別検査数量推移

単位：トン
普通大豆 特定加工用大豆 種子大豆 合計 除種子用

2005（17年産） 124,415 30,595 1,231 156,240 155,010
2006（18年産） 144,682 27,080 1,017 172,780 171,762
2007（19年産） 152,060 31,110 1,480 184,649 183,170
2008（20年産） 188,843 28,019 1,909 218,771 216,862
2009（21年産） 172,259 19,011 2,177 193,448 191,270
2010（22年産） 151,686 34,551 1,785 188,022 186,237
2011（23年産） 161,793 23,813 1,793 187,399 185,606
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等級別検査数量推移

単位：㌧
年産 2009（21年産） 2010（22年産） 2011(23年産）

普通大豆 1等 57,574 45,833 53,390
                      2等 64,306 42,717 58,359
                      3等 49,267 61,238 47,164
                      計 171,147 149,788 160,331

特定加工用大豆 合格 18,619 34,133 23,082
合計 189,766 183,921 183,413

構成比
年産 2009（21年産） 2010（22年産） 2011(23年産）

普通大豆 1等 30.3% 24.9% 29.1%
2等 33.9% 23.2% 31.8%
3等 26.0% 33.3% 25.7%
計 90.2% 81.4% 87.4%

特定加工用大豆 合格 9.8% 18.6% 12.6%
合計 100.0% 100.0% 100.0%
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計 割合
大粒 中粒 小粒 極小粒 計 大粒 中粒 小粒 極小粒 計

平成２０年産 147,610 48,726 19,180 1,346 216,862 68.1% 22.5% 8.8% 0.6% 100.0%
平成２１年産 124,972 45,558 19,030 1,709 189,270 66.0% 24.1% 10.1% 0.9% 100.0%
平成２２年産 98,782 59,910 25,956 1,588 186,237 53.0% 32.2% 13.9% 0.9% 100.0%

平成２３年産＊ 115,830 44,483 20,715 2,733 183,762 63.0% 24.2% 11.3% 1.5% 100.0%

事項

単位:トン

粒区分別検査数量推移
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主要産地品種銘柄検査数量・等級比率

普通大豆 特定加工用大豆 等級比率

数量 1等 2等 ３等 数量 合格

㌧ ％ ％ ％ ㌧ ％

（大粒大豆＋中粒大豆）

北海道とよまさり

平成22年産 23,537 2.4 23.2 74.4 9,258 99.1

平成23年産 29,444 26.4 48.2 25.4 1,529 98.4

佐賀フクユタカ

平成22年産 13,537 94.7 3.9 1.4 20 100.0

平成23年産 15,176 89.6 7.6 2.7 264 100.0

新潟エンレイ

平成22年産 5,961 2.4 18.0 78.0 1,419 99.7

平成23年産 5,671 4.2 23.6 71.1 1,459 99.9

（小粒大豆＋極小粒大豆）

北海道スズマル

平成22年産 5,918 34.1 36.7 29.1 200 92.0

平成23年産 5,829 32.9 44.2 22.9 298 93.7

北海道ユキシズカ

平成22年産 4,842 11.7 59.2 29.1 397 98.9

平成23年産 6,659 23.4 58.0 18.6 193 100.0

茨城納豆小粒

平成22年産 1,796 20.8 47.1 32.1 113 100.0

平成23年産 2,073 19.8 43.6 36.1 231 100.0

区分
等級比率


